
大学名 山梨大学

表題 URAが推進する「大学院教育と研究力強化の融合」と「諸学融合」

■教育と研究強化の融合「若手人材育成プラットフォーム」

研究推進・社会連携機構では、URA、産学官金連携コーディネーター、
知財マネージャー、スタートアップ支援担当者が一丸となり、基礎研究
から研究成果の社会実装に至るまで研究者を支援しています。

令和４年度には、国立大学経営改革促進事業（文部科学省）の補助を受

けて、URAがハブとなり大学院教育の高度化と研究力強化を一元的に行

うための「若手人材育成プラットフォーム」を構築しました。

■全学を巻き込む「諸学融合」研究の推進

若手教員と
博士研究員
マッチング

次世代を担う
教員の研究
サポート

分野問わず
必要な実学
スキル養成

博士学生 若手教員
URA大学院支援室

山梨県の産・学・官・金 リソースを研究教育に活用

研究推進・社会連携機構では、

URAの情報把握力と機動力を生

かし、分野をまたぐ研究者の仲

介、全学教職員が一堂に集まる

研究発表会の主催等を行ってい

ます。多数の共著論文と研究費

獲得に直結し、新たな研究の創

出や発展に貢献しています。

研究推進・社会連携機構研究支援

https://www.scrs.yamanashi.ac.jp/kenkyo/

１．社会で活躍できる博士人材を育成するための共通科目の新設とイ

ンターンシップの推進

新設科目では、本学URA等のほか、他大学や県内金融機関の起業支援

の専門家が講師を務めます。

２．人材マッチングシステムの構築

若手教員の研究室が抱える人手不足と、博士取得後のキャリアパス問

題を同時に解決する仕組みとして「人材マッチングシステム」を構築

しました。令和５年度に運用を開始し、新しい研究の開始と論文発表

につながりました。

３．産学官金協働による大学発スタートアップ促進

成果の社会実装を目指す研究者を支援した結果、地域医療の貢献につ

ながる本学発スタートアップの創出に直結し、現在も本学発起業が増

え続けています。

取組概要




